
健康福祉委員会資料 

（健康福祉局関係） 

１ 令和２年第６回定例会提出予定議案の説明 

 (7) 議案第１８７号  柿生学園の指定管理者の指定について 

資料１ 指定管理者指定議案に係る参考資料 

令和２年１１月１８日 

健康福祉局 
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                         資料１ 

議案第１８７号参考資料 

１ 管理を行わせる公の施設の概要 

(1) 名称 柿生学園 

(2) 所在地 川崎市麻生区五力田２丁目２０番１０号 

(3) 設置条例 川崎市心身障害者総合リハビリテーションセンター条例 

(4) 設置目的 重度の知的障害者について、日中及び夜間において日常生活上

の支援を行うとともに、生産活動や創作活動の機会を提供し、も

って障害者の自立の促進及び福祉の増進を図ること。 

(5) 施設の事業内容 ア 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための

法律（以下「障害者総合支援法」という。）第５条第７項に規

定する生活介護に関すること。 

イ 障害者総合支援法第５条第１０項に規定する施設入所支援

に関すること。 

ウ 障害者総合支援法第５条第８項に規定する短期入所に関す

ること。 

エ 障害者総合支援法第５条第１８項に規定する一般相談支援

に関すること。 

オ 障害者総合支援法第５条第１８項に規定する特定相談支援

に関すること。 

カ 居宅において介護を行う者の疾病、その他の理由により、介

護を必要とする障害者総合支援法第４条第１項に規定する障

害者に対する、昼間における排せつ又は食事の介護、その他の

便宜の供与に関すること（「日中一時支援」） 

キ 施設の維持管理に関すること。 

ク その他施設の設置目的を達成するために必要な業務 

(6) 現在の管理者 社会福祉法人川崎市社会福祉事業団 

(7) 現在の管理運営費 ５年平均（平成２８～令和２年度）３１，６５５千円 

２ 指定管理者となる団体の概要 

名   称 社会福祉法人川崎市社会福祉事業団 

所 在 地 川崎市高津区久地三丁目１３番１号 

代 表 者 名 理事長 成田 哲夫 

設 立 年 月 昭和６１年２月１日 

基 本 財 産 

又は資本の額 

基本財産 ２４億１，９６０万１，７０８円（令和2年3月31日現在） 

職 員 数 

又は従業員数 

理事６名、監事２名、常勤職員７９７名 

設 立 目 的 多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供される

よう創意工夫することにより、利用者が、個人の尊厳を保持しつつ、心身

ともに健やかに育成され、又はその有する能力に応じ自立した生活を地域

社会において営むことができるよう支援することを目的とする。 

事 業 概 要 

（令和２年度）

（１）第１種社会福祉事業 

ア 障害者支援施設 

イ 特別養護老人ホーム 
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（２）第２種社会福祉事業 

ア 身体障害者福祉センター 

イ 障害福祉サービス事業 

ウ 地域活動支援センター 

エ 一般相談支援事業・特定相談支援事業・障害児相談支援事業 

オ 老人短期入所事業 

カ 老人デイサービス事業 

キ 介護保険法に基づく第１号通所介護事業 

ク 介護保険法に基づく地域密着型サービス事業 

ケ 老人介護支援センター 

コ 保育所 

サ 児童厚生施設（児童館） 

シ 放課後児童健全育成事業 

ス 地域子育て支援拠点事業 

セ 障害児通所支援事業 

（３）公益事業 

  ア 居宅介護支援事業 

イ 地域包括支援センター 

ウ シルバーハウジング生活援助員派遣事業 

エ 地域生活支援事業 

オ 障害者センター 

決   算 

（令和元年度）

① 事業活動収支 

収入         ６，５８１，３０４，８５９円 

支出         ６，０６４，６７７，６１２円 

事業活動収支差額     ５１６，６２７，２４７円・・・（１） 

② 施設整備等収支       

収入           １３６，８８２，４２０円 

支出           ３７８，７７３，０７０円 

施設整備等収支差額   ▲２４１，８９０，６５０円・・・（２） 

③ その他の活動収支 

収入           ２９２，４２２，４０１円 

支出            ７４，３０４，８１４円 

その他の活動収支差額   ２１８，１１７，５８７円・・・（３） 

（１）＋（２）＋（３） 

当期資金収支差額合計   ４９２，８５４，１８４円・・・（４） 

 前期末支払資金残高  ３，６３５，４０５，９３９円・・・（５） 

 （４）＋（５） 

 当期末支払資金残高  ４，１２８，２６０，１２３円 

３ 指定期間 

令和３年４月１日から令和８年３月３１日まで 

４ 選定結果 

別紙のとおり 
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５ 事業計画 

項  目 事業内容 

施設の管理運営に係る基

本方針について 

・「利用者一人ひとりの心に届く丁寧な支援と信頼される施設」

を目指し、コンプライアンスの徹底を図り、質の高いサービス

を提供する。 

・地域や関係機関との連携を図り、障害者支援施設として地域

連携と地域貢献に取り組む。 

障害者支援に対する考え

方、方向性、取組について

・年齢や障害状況に応じて、個々の意思決定を尊重した支援を

提供する。 

・ノーマライゼーションの理念に基づき、多様化・重度化する

利用者の障害特性を十分に理解し、様々な場面で自己選択と意

思決定を尊重できるような専門性の高い支援提供を目指す。

災害時に備えた危機管理

体制について 

・総合防災訓練を実施し、避難経路の確認や緊急連絡訓練など

に取組み、防災意識を高める。 

・様々な災害に対して的確な対応ができるよう、「災害対策会

議」を定期的に開催し、ＢＣＰの見直しや備蓄品の検討、非常

食の準備等災害対策に努める。  

研修体制など、職員の資質

向上に向けた取組につい

て 

・外部研修や資格取得研修へ積極的に参加するとともに、参加

できなかった職員に対しても伝達研修を行い、職員全体の能力

の向上につなげる。 

・虐待防止や権利擁護に関する研修及び支援技術研修につい

て、それぞれ外部講師による内部研修を実施し、多くの職員が

学び考える機会を設ける。   

上乗せ提案 ・強度行動障害や自閉症の支援力を強化し、専門職の育成と障

害福祉の促進に努める。 

・利用者の能力、身体機能、希望する生活等を受け止め、施設

内のサービス提供以外も視野に入れた地域移行のための包括

的支援を実施する。 

・高齢化、障害の重度化により摂食・嚥下機能が低下した利用

者に対し、専門職が連携し支援を行い、献立や食事形態を工夫

し食事提供を行う。 

６ 収支計画                            (単位：千円) 

項 目 
 金額（消費税及び地方消費税を含む。) 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 合 計 

 収  入 546,457 546,457 546,457 546,457 546,457 2,732,285

 指定管理料 33,682 33,682 33,682 33,682 33,682 168,410

自立支援費等収入 367,315 367,315 367,315 367,315 367,315 1,836,575

 川崎市加算 106,473 106,473 106,473 106,473 106,473 532,365

そ の 他 の 収 入 38,987 38,987 38,987 38,987 38,987 194,935

支  出 512,319 514,696 517,040 519,279 521,489 2,584,823
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別紙 

柿生学園の指定管理予定者の選定結果について 

１ 応募状況 

  応募団体：１団体（社会福祉法人 川崎市社会福祉事業団） 

２ 指定管理者選定評価委員会委員 

【学識経験者】 赤塚 光子 （元立教大学コミュニティ福祉学部教授） 

【学識経験者】 柳田 正明 （山梨県立大学人間福祉学部教授） 

【学識経験者】 行實 志都子（神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部准教授） 

【学識経験者】 渡部 匡隆 （横浜国立大学大学院教育学研究科教授） 

【財務の専門家】 内野 恵美 （公認会計士） 

３ 選定理由 

現在の指定管理者として、当該施設の管理運営を適切に行っており、利用者の高齢

化・重度化による生活上の負担を考慮しながら、個々の意思を尊重した支援がされて

いる。また、強度行動障害や自閉症への職員の支援力を向上させるための取組など、

移管する業務に関して、募集要項のサービス水準を上回る提案がされている。さらに、

事業や収支の計画も妥当と言え、安定した施設運営が見込まれること等を評価し、当

該団体を選定した。 

 （１）施設の設置目的の達成とサービスの向上 

利用者支援に対する考え方やサービスの提供方法等が適切であり、団体の運営実

績などの強みを活かした事業計画や災害時に備えた危機管理体制の整備についての

提案を評価した。 

（２）施設機能の発揮と管理経費の縮減 

     施設運営にかかる経費の積算及び経費縮減策が概ね妥当であった。 

（３）事業の安定性及び継続性の確保への取組 

     業務改善に向けた取組及び職員の配置や人材確保策、研修体制などの職員の資質

向上に向けた取組について、提案内容が適切であった。 

（４）応募団体自身に関する項目 

     当該施設を管理運営するにふさわしい理念及び運営実績を有しており、財務状況

に問題はなく、安定した財政基盤を有している点などを評価した。 

（５）応募団体の取組に関する事項 

     個人情報保護に対する管理体制やコンプライアンスについての提案内容が適切で

あった。 

（６）その他の事項 

     地域における公益的な活動や、市内中小企業者の優先発注に関する取組について

の提案内容が適切であった。 
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４ 審査結果（※基準点６３０点以上） 

選定基準 配点 
社会福祉法人 

川崎市社会福祉事業団 

① 施設の設置目的の達成とサービ

スの向上 
３５０点 ２２３点 

② 施設機能の発揮と管理経費の縮

減 
２２５点 １３８点 

③ 事業の安定性及び継続性の確保

への取組 
２００点 １２４点 

④ 応募団体自身に関する事項 １５０点 ９９点 

⑤ 応募団体の取組に関する事項 ７５点 ４５点 

⑥ その他の事項 ５０点 ３１点 

実績評価点  ３９点 

総計 １０５０点 ６９９点 

５ 提案額 

  年   額   ３３，６８２，０００円 

指定期間計  １６８，４１０，０００円 
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